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〜学校紹介〜

【宗道小学校】

　宗道小学校は、全校児童298名です。休み時間になると多くの児童が校庭に出て、遊具で遊んだりサッ
カーや鬼ごっこをしたり、笑顔と歓声にあふれています。
　本校は、茨城県教育委員会の指定を受け、令和２年度から３年間にわたり「学校保健・学校安全研究
推進校」として、「心身ともに健康で、安全な生活が主体的にできる児童の育成～自己管理能力を身に
付けるための指導を通して～」をテーマに研究を進めています。登下校時の交通安全、地震の際の危険
予測、校内での感染症対策等、各学年の発達の段階に応じた授業研究と実生活での実践に取り組んでき
ました。子どもたちの様子から少しずつ意識の高まりが見られ、その成果を実感しているところです。
今後も地域・保護者の皆様とともに、児童一人一人が夢をもち、輝ける学校を目指していきます。
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令和４年 第２回臨時会・令和４年 第３回定例会

こんなことが決まりました
令和４年 第２回臨時会　議決一覧表

事件の番号 件　　　　　名 内　　　　　容 議決月日
結　　果

報　告
第22号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

消防ポンプ車の接触事故による損害賠償金の支払につい
て専決処分したもの

7.28

報告のみ

報　告
第23号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

市有車の接触事故による損害賠償金の支払について専決
処分したもの

7.28

報告のみ

議　案
第29号

令和４年度下妻市一般会計補正予算（第
３号）について

国の「コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急
対策」を踏まえ、急激な物価高騰の影響を受けている市
民や事業者の負担を軽減し、経済活動を支援するため
２億9,086万円を増額するもの

7.28

原案可決

議　案
第30号

令和４年度下妻市水道事業会計補正予
算（第１号）について

物価高騰の影響を受けている市民や事業者の負担を軽
減するため、上水道の基本料金及びメーター使用料の
２か月分を免除するもの

7.28

原案可決

令和４年 第３回定例会　議決一覧表
事件の番号 件　　　　　名 内　　　　　容 議決月日

結　　果

報　告
第24号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

除草作業中に係る事故による損害賠償金の支払について
専決処分したもの

9.2

報告のみ

報　告
第25号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

施設管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

9.2

報告のみ

報　告
第26号

令和３年度下妻市一般会計継続費精算
について

継続費を設定し、複数年度にわたり進めてきた農業振興
地域整備計画策定業務委託について、事業が完了したた
め、実績を報告するもの

9.2

報告のみ

報　告
第27号

令和３年度下妻市財政の健全化判断比
率について

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将
来負担比率の４指標について、監査委員の意見を付し、
報告するもの

9.2

報告のみ

報　告
第28号

令和３年度下妻市公営企業の資金不足
比率について

水道事業及び下水道事業の各会計における資金不足の状
況について、監査委員の意見を付し、報告するもの

9.2

報告のみ

報　告
第29号

一般財団法人下妻市開発公社令和３年
度経営状況報告について

（仮称）しもつま中央工業団地造成事業等の事業内容を地
方自治法の規定に基づき、報告するもの

9.2

報告のみ

報　告
第30号

株式会社ふれあい下妻令和３年度経営
状況報告について

地方自治法の規定に基づき、事業の計画及び決算につい
て議会に報告するもの

9.2

報告のみ

議　案
第31号

下妻市職員の育児休業等に関する条例
の一部改正について

国家公務員に係る「妊娠・出産・育児等と仕事の両立支
援のために講じる措置」に準じ、非常勤職員の育児休業
に係る取得要件を緩和するなど、所要の改正を行うもの

9.16

原案可決

議　案　
第32号 下妻市市税条例等の一部改正について

地方税法等の一部改正に伴い、上場株式等の配当所得等
に係る課税方式の見直しなど、現行条例において所要の
改正を行うもの

9.16

原案可決

議　案
第33号

令和４年度下妻市一般会計補正予算（第
４号）について

ＰＣＢ廃棄物処分委託料 の計上等 に よ り １億 9,645万
7,000円を増額するもの

9.16

原案可決
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人　　　事　　　議　　　案

議　案　
第36号 下妻市教育委員会委員の任命について

現委員の齊藤修一氏が任期満了となることから、引き続
き同氏を委員に任命することについて、議会の同意を求
めるもの

9.16

同意

議　案　
第37号 下妻市監査委員の選任について

現委員の舘野孝男氏が任期満了となることから、引き続
き同氏を委員に選任することについて、議会の同意を求
めるもの

9.16

同意

諮　問
第１号

人権擁護委員の推薦に関し意見を求め
ることについて

現委員の藏持薫氏が任期満了となることから、後任の委
員に折原嘉行氏を推薦することについて、議会の意見を
求めるもの

9.16

同意

議　案
第34号

令和４年度下妻市介護保険特別会計補
正予算（第１号）について

償還金、繰出金、基金積立金等の増額により１億7,346
万5,000円を増額するもの

9.16

原案可決

議　案
第35号

令和３年度下妻市下水道事業会計未処
分利益剰余金の処分について

令和３年度下妻市下水道事業により生じた剰余金を処分
することについて、議会の議決を求めるもの

9.16

原案可決

認　定
第１号

令和３年度下妻市一般会計歳入歳出決
算について

歳 入 総 額　　　２２８億７，７５０万９，９５７円
歳 出 総 額　　　２１３億７，９６４万９，７２９円
実質収支額　　　　１４億５，３３２万６，４２８円

9.16

認定

認　定
第２号

令和３年度下妻市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算について

歳 入 総 額　　　　４９億　　９０１万４，８６４円
歳 出 総 額　　　　４７億４，８７９万７，２４２円
実質収支額　　　　　１億６，０２１万７，６２２円

9.16

認定

認　定
第３号

令和３年度下妻市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算について

歳 入 総 額　　　　　５億　　５０７万　　５４４円
歳 出 総 額　　　　　５億　　１８０万３，９１６円
実質収支額　　　　　　　　　３２６万６，６２８円

9.16

認定

認　定
第４号

令和３年度下妻市介護保険特別会計歳
入歳出決算について

歳 入 総 額　　　　４０億７，５６６万９，９２２円
歳 出 総 額　　　　３９億　　８１０万２，４１２円
実質収支額         　　１億６，７５６万７，５１０円

9.16

認定

認　定
第５号

令和３年度下妻市介護サービス事業特
別会計歳入歳出決算について

歳 入 総 額　　　　　　　　　９０３万　　９９２円
歳 出 総 額　　　　　　　　　５３０万６，８９２円
実質収支額               　　　　３７２万４，１００円

9.16

認定

認　定
第６号

令和３年度下妻市水道事業会計決算に
ついて

収益的収支　収入　１０億４，９９６万５，３７８円
            　　支出　　８億５，１０１万１，６７４円
資本的収支　収入　　６億６，５８３万７，５００円
　　　　　　支出　　８億９，０６４万８，４２１円

9.16

認定

認　定
第７号

令和３年度下妻市下水道事業会計決算
について

収益的収支　収入　　８億５，２８４万３，０７６円
            　　支出　　７億１，２８６万８，５６８円
資本的収支　収入　　５億７，６８７万６，１３７円
　　　　　　支出　　８億　　８２８万８，９６２円

9.16

認定

請　　　　　　　　願

請願受理番号
第１号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度堅持のための政府予算に係る意見
書採択を求める請願

豊かな子どもの学びを保障するため、中学校での35人
学級を早急に実施することなどを求める意見書を国に提
出することを求めるもの

9.16

継続審査

請願受理番号
第２号

「水田活用の直接支払交付金」の見直
しを中止し、すべての農家経営への支
援策強化を求める請願

食料自給率向上を確実に高めるため、「水田活用の直接
支払交付金」の見直しを行わないなどを求める意見書を
国に提出することを求めるもの

9.16

不採択

令和４年 第３回定例会
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令和４年 第３回定例会・令和３年度 各会計決算

■令和３年度　各会計決算

※〇：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権
※除斥とは、自己の一身上に関する事件について議事に参与できないこと
※議長（廣瀬　榮）は採決に加わりません

会　　計　　別 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　引　　額

一 般 会 計 228億7,751万円 213億7,965万円 14億9,786万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 49億 902万円 47億4,880万円 1億6,022万円

後期高齢者医療特別会計 5億 507万円 5億 180万円 327万円

介 護 保 険 特 別 会 計 40億7,567万円 39億 810万円 1億6,757万円

介護サービス事業特別会計 903万円 531万円 372万円

水 道 事 業 会 計 17億1,580万円 17億4,166万円 ※△2,586万円

下 水 道 事 業 会 計 14億2,972万円 15億2,116万円 ※△9,144万円

合 計 355億2,182万円 338億 648万円 17億1,534万円

令和４年第３回定例会　賛否が分かれた案件

事件の
番号

浅
野
　
通
生

木
村
　
穂
摘

程
塚
　
智
則

鈴
木
　
　
牧

端
　
　
茂
樹

宇
梶
　
浩
太

矢
島
　
博
明

岡
田
　
正
美

塚
越
　
　
節

程
塚
　
裕
行

斯
波
　
元
気

小
竹
　
　
薫

廣
瀬
　
　
榮

原
部
　
　
司

須
藤
　
豊
次

山
中
　
祐
子

増
田
　
省
吾

田
中
　
昭
一

平
井
　
　
誠

篠
島
　
昌
之

結　
果

認　定 
第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認

定

認　定 
第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認

定

認　定 
第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認

定

認　定 
第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認

定

認　定 
第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認

定

認　定 
第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認

定

請願受理番号 
第２号 × × × × × × × × × × ○ × － × × × × × ○ ×

不
採
択

※不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。なお、決算金額については、万単位とした。
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令和３年度 一般会計決算の内訳・賛否討論

　
本
決
算
は
歳
入
歳
出
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
庁
舎
等
建
設
事
業
の
本
格
化
に
よ
り
、
２
年
連
続
で
２
０
０
億
円

を
超
す
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
が
増
加
し
た
一
方
、
３
年
に
一
度
の
評
価
替
等
の
影
響
に

よ
り
、
固
定
資
産
税
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
市
税
全
体
で
は
前
年
度
の
決
算

額
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
収
入
は
返
礼
品
開
発
等

の
広
告
・
宣
伝
が
功
を
奏
し
、
昨
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
躍
進
し
て
お
り
、
重
要
な
財

源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
推
進
強
化
を
図
り
な

が
ら
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
歳
出
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
や
買
物
弱
者
支
援
事
業
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
の
苦
境
に
あ
え
ぐ
事
業
者
や
市
民
へ
の
支
援
の
実
施
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
設
置
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
む
市
民
に
対
し
て
の
補
助

を
行
う
な
ど
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
具
体
的
な
取
組
が
評
価
で
き
る
が
、

新
庁
舎
等
建
設
に
よ
る
公
債
費
の
負
担
増
に
よ
り
、
一
層
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
経
済
対
策
な
ど
に
し
っ
か
り
と
対
峙

し
、
住
民
福
祉
の
増
進
と
更
な
る
市
政
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
賛

成
討
論
と
す
る
。

賛 

成
　
本
決
算
で
は
、
出
産
育
児
応
援
給
付
金
の
新
設
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
資
金
補
助
事
業
の
増
額
な
ど
評
価
す
る
施
策
も
あ
る
が
、
困
っ
て

い
る
市
民
を
支
援
す
る
難
病
患
者
福
祉
手
当
は
年
額
３
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
市
税
等
滞
納
者
な
ど
に
は
支
給
し
な
い
市
政
が
続
い
て
い

る
。
支
給
額
を
元
に
戻
す
と
と
も
に
、
ね
た
き
り
老
人
等
福
祉
手
当
に
つ
い
て
も
元
の

支
給
額
に
戻
し
、
市
税
等
滞
納
者
に
対
す
る
厳
し
い
差
押
え
を
や
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
の
子
育
て
世
代
を
応
援
し
て
き
た
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
学
資
金
事

業
や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
長
年
続
け
ら
れ
て
き
た
夜
間
応
急
診
療
事
業
が
廃
止
さ
れ
る
な

ど
、
市
民
の
多
く
が
生
活
困
窮
状
況
に
あ
る
。
市
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
市
民
生
活
を
支
援
す
る
政
策
を
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
て
反
対
討
論
と
す
る
。

反 

対

令和３年度　一般会計決算に対する賛否討論

歳　入

歳　出

市　税
58億6,490万円

（25.6%）

国庫支出金
39億2,165万円

（17.1%）

地方交付税
37億7,077万円

（16.5%）

市　債
35億5,952万円

（15.6%）

その他
41億9,921万円

（18.4%）

民生費
71億2,294万円

（33.3%）

総務費
49億6,818万円

（23.2%）

教育費
19億

3,477万円
（9.1%）

その他
24億

2,355万円
（11.4%）

公債費
18億

8,134万円
（8.8%）

衛生費  13億7,577万円（6.4%）

県支出金  15億6,146万円（6.8%）

土木費  16億7,310万円（7.8%）

■令和３年度　一般会計決算の内訳



6第２３２号

一　般　質　問
　
１　
小
中
学
校
の
特
別
教
室
の
早

急
な
エ
ア
コ
ン
整
備
と
特
別

支
援
学
級
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

２　
原
部　
司　
議
員

　
１　
総
上
・
豊
加
美
地
区
ほ
場
整

備
事
業
に
つ
い
て

　
２　
（
仮
称
）し
も
つ
ま
中
央
工
業

団
地
に
つ
い
て

３　
山
中　
祐
子　
議
員

　
１　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ

い
て

　
２　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
応
に

つ
い
て

　
一
般
質
問
者
の
氏
名・項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
（
通
告
順
）

　
３　
所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に

向
け
た
改
正
法
に
つ
い
て

４　
平
井　
誠　
議
員

　
１　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
策
の

拡
大
を
求
め
て

　
２　
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
て

　
３　
市
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い

て

５　
鈴
木　
牧　
議
員

　
１　
災
害
時
の
避
難
所
の
運
営
に

つ
い
て

６　
木
村　
穂
摘　
議
員

　
１　
安
心
安
全
な
学
校
給
食
に
つ

い
て

７　
斯
波　
元
気　
議
員

　
１　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
周
辺
の
耕
作

放
棄
地
に
つ
い
て

　
１　
多
文
化
共
生
の
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

９　
浅
野　
通
生　
議
員

　
１　
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
地

域
活
動
の
制
限
に
つ
い
て

　
２　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

10　
塚
越　
節　
議
員

　
１　
関
東
鉄
道
下
妻
駅
舎
の
改
修

を
望
む

11　
程
塚　
智
則　
議
員

　
１　
私
立
保
育
園
の
運
営
と
少
子

化
に
つ
い
て

　
２　
小
中
学
校
に
お
け
る
諸
費
用

の
保
護
者
負
担
に
つ
い
て

12　
端　
茂
樹　
議
員

　
１　
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
に
つ

い
て

　
２　
空
き
家
・
空
き
地
に
つ
い
て

令
和
四
年
第
三
回
定
例
会

　
今
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、

一
般
質
問
の
時
間
を
60
分
か
ら
40
分
に
短
縮
し
て
行
わ
れ
、
12
名
の
議

員
か
ら
市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一般質問の
YouTube録画配信※インターネット映像配信サービス「YouTube」

を利用して一般質問の録画配信をしております。

一
般
質
問
通
告
書

１　
岡
田　
正
美　
議
員

８　
矢
島　
博
明　
議
員



7 しもつま市議会だより

一　般　質　問

　
各
学
校
の
特
別
教
室
の
エ

ア
コ
ン
を
早
急
に
完
備
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
特
別
支
援

学
級
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
立
小
中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
９
月
現
在
、
通
常
学
級
は
１

１
６
室
全
室
、
特
別
支
援
学
級
は
53
室

中
52
室
、
特
別
教
室
は
小
学
校
が
95
室

中
30
室
、
中
学
校
が
51
室
中
28
室
で
整

備
を
完
了
し
て
い
る
。
今
後
も
、
国
の

補
助
制
度
等
を
活
用
し
、
財
源
の
確
保

に
努
め
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い

く
。

　
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て
は
、
現
在

53
学
級
あ
る
が
、
課
題
と
し
て
は
、
児

童
生
徒
数
や
学
級
数
は
、
保
護
者
が
要

望
し
、
か
つ
下
妻
市
教
育
支
援
委
員
会

の
審
議
を
経
て
決
定
す
る
た
め
、
毎
年

増
減
が
生
じ
、
学
級
数
に
応
じ
た
教
室

整
備
と
人
員
配
置
が
必
要
に
な
る
こ
と
、

ま
た
、
当
該
児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態

や
特
性
及
び
心
身
の
発
達
段
階
等
に
応

じ
た
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
学

校
を
挙
げ
て
、
支
援
策
や
対
応
策
に
関

す
る
研
修
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
各
校

で
は
県
立
特
別
支
援
学
校
の
巡
回
相
談

等
を
活
用
し
研
修
を
行
う
等
、
教
職
員

の
専
門
性
を
高
め
て
い
る
。

　
な
お
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
配
置
の
特
別
支
援
教
育
相
談
員
２

名
が
小
学
校
で
の
学
習
支
援
や
、
公
認

心
理
士
が
知
能
検
査
や
相
談
に
も
対
応

し
て
い
る
。
今
後
も
配
慮
を
要
す
る
児

童
生
徒
や
保
護
者
に
寄
り
添
い
、
一
人

一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え

た
指
導
を
提
供
し
て
い
く
。

　
本
事
業
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
ま

た
、
換
地
原
案
の
作
成
に
あ
た
り
、
地

権
者
か
ら
の
意
見
や
そ
の
対
応
、
本
事

業
で
の
水
稲
農
家
へ
の
効
果
に
つ
い
て

伺
う
。

　
本
事
業
は
整
備
面
積
の
１

１
６・８
㏊
を
３
地
区
に
分
け
、

順
次
整
備
を
実
施
し
て
い
く
計
画
で
、

令
和
３
年
度
か
ら
１
期
地
区
に
着
手
し

て
い
る
。
今
後
の
計
画
は
、
事
業
主
体

で
あ
る
茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
４
年
度
下
期
よ

り
２
期
地
区
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
期

地
区
へ
の
着
手
計
画
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
換
地
原
案
で
地
権
者
か
ら
の
意
見
に

つ
い
て
は
、
集
団
化
意
向
調
査
を
実
施

し
、
様
々
な
要
望
に
可
能
な
限
り
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
換
地
工
事
委
員
会
全
体

会
議
、
代
表
者
会
議
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
、
換
地
計
画
原
案
の
作
成
を
進
め
、

地
権
者
の
理
解
を
得
て
き
た
。

　
本
事
業
で
の
水
稲
農
家
へ
の
効
果
に

つ
い
て
は
、
農
地
が
集
約
・
集
積
す
る

こ
と
で
農
地
間
の
移
動
等
の
時
間
や
水

管
理
の
手
間
が
削
減
さ
れ
、
作
業
効
率

が
向
上
し
、
ま
た
、
区
画
が
大
き
く
な

る
こ
と
で
機
械
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が

高
ま
り
、
生
産
コ
ス
ト
削
減
と
労
働
力

の
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
耕

作
地
内
の
道
路
も
拡
幅
さ
れ
る
た
め
、

大
型
農
業
機
械
の
導
入
や
農
地
の
耕
作

条
件
が
向
上
す
る
。
こ
れ
ら
の
相
乗
効

果
と
し
て
、
今
後
の
農
地
利
用
を
担
う

中
心
経
営
体
へ
の
農
地
の
集
約
化
に
関

す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
た

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
大
き
く

寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

原
部
　
司 

議
員

【
一
括
方
式
】

総
上
・
豊
加
美
地
区
ほ
場

整
備
事
業
に
つ
い
て

現在整備が進められている総上・豊加美地区ほ場
整備事業

エ
ア
コ
ン
未
整
備
の
特
別
教
室
に
つ
い
て
、
財
源

の
確
保
に
努
め
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く

岡
田
正
美 

議
員

【
一
括
方
式
】

小
中
学
校
の
特
別
教
室
の
早
急

な
エ
ア
コ
ン
整
備
と
特
別
支
援

学
級
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て



8第２３２号

一　般　質　問

　
日
常
生
活
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
使
え
る
機
会
が

少
な
い
と
感
じ
る
が
、
現
状
を
伺
う
。

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
生
ま
れ
て

か
ら
死
ぬ
ま
で
の
様
々
な
手
続
き
が
こ

の
カ
ー
ド
１
枚
で
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
の
希
望
的
な
話
が
あ
っ
た
が
、
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

窓
口
な
ど
の
対
面
の
ほ
か
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
安
全
か
つ
確
実
に
本

人
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
基
盤
と
な
る
手
段
・
方
法

で
あ
る
。
本
市
で
は
住
民
票
の
写
し
や
、

印
鑑
証
明
書
等
の
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ

交
付
等
サ
ー
ビ
ス
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
や
、
自
己
の
薬
剤
情
報
、
特
定

健
診
情
報
等
の
閲
覧
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書
の
取
得
等
に
利

用
で
き
る
。

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

国
で
は
、
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
機
能
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
搭
載
な
ど
、
日
常
生
活
に
お

け
る
様
々
な
場
面
で
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る
。
本
市
で
も
、
有
効
活
用
に
向

け
、
引
越
し
し
た
際
の
行
政
手
続
き
を

一
括
し
て
行
う
、「
転
出
・
転
入
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
や
申
請
書
を
書

か
ず
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
作
成
す
る
、「
書

か
な
い
窓
口
」
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
活
用
は
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
事
務
の
効
率
化
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行

政
手
続
の
拡
大
な
ど
先
進
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

山
中
祐
子 

議
員

【
一
括
方
式
】

　
生
活
保
護
の
要
件
に
つ
い

て
、
自
動
車
や
家
屋
等
を
所

有
し
て
い
る
と
受
給
で
き
な
い
か
伺
う
。

ま
た
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
税
や
保
険

料
の
軽
減
・
免
除
の
条
件
緩
和
と
、
子

育
て
中
の
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
市
独
自

の
支
援
制
度
を
求
め
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

　
生
活
保
護
の
実
施
要
領
で

は
、
資
産
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
最
低
限
度
の
生
活
の
維
持
の
た
め

に
活
用
さ
せ
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
自
動
車
の
保
有
に
つ
い
て
は
、
障

害
者
の
通
院
、
通
所
等
の
場
合
は
例
外

と
し
て
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

宅
地
、
家
屋
の
保
有
に
つ
い
て
は
、
処

分
価
値
が
利
用
価
値
に
比
し
て
著
し
く

大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、

現
在
、
居
住
し
必
要
で
あ
る
部
分
に
つ

い
て
は
認
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
税
、
保
険
料
の
軽
減
・
免
除
の
条

件
緩
和
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
や
各

法
に
基
づ
く
減
免
規
定
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
減
免
、
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い

る
。
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
軽

減
措
置
に
加
え
、
本
市
独
自
の
減
免
制

度
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
現
行
基
準

で
の
軽
減
措
置
を
実
施
し
て
い
く
。

　
子
育
て
中
の
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
制
度
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
対
象
の
拡
大
及
び
支
給
額
の
増

額
や
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
給
付
金
の

複
数
回
支
給
、
下
妻
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
食
料
支
援
事
業
、
市
単
独
事
業
の

出
産
育
児
応
援
給
付
金
等
、
支
援
策
の

拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
国

県
補
助
事
業
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

円
滑
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

平
井
　
誠 

議
員

【
一
括
方
式
】

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
策

の
拡
大
を
求
め
て

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
策
の
拡
大
が
求
め
ら
れ

て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

つ
い
て



9 しもつま市議会だより

一　般　質　問

　
地
域
防
災
計
画
等
に
広
く

女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
防
災
会
議

の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

こ
の
計
画
中
の
避
難
所
必
要
物
資
等
の

一
覧
が
あ
る
が
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
反

映
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
防
災
会
議
の
委
員
は
、
下

妻
市
防
災
会
議
条
例
に
基
づ

き
、
指
定
地
方
行
政
機
関
、
自
衛
官
、

消
防
署
、
市
役
所
等
の
職
員
及
び
指
定

公
共
機
関
等
よ
り
選
出
さ
れ
、
現
在
、

合
計
37
名
で
、
う
ち
女
性
は
６
名
で
あ

る
。
男
性
が
多
い
状
況
だ
が
、
女
性
の

意
見
取
得
の
視
点
か
ら
、
下
妻
市
防
災

会
議
条
例
の
第
３
条
第
５
項
の
市
長
が

特
に
必
要
と
認
め
た
も
の
と
し
て
、
市

内
の
女
性
関
係
団
体
か
ら
４
人
を
選
出

し
て
い
る
。
防
災
会
議
の
中
で
地
域
防

災
計
画
を
作
成
し
て
い
る
が
、
素
案
の

作
成
段
階
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
に
立
っ
て
庁
内
で
の
各
検
討
委
員
会

等
も
設
置
し
、
広
く
女
性
の
意
見
を
聞

き
、
計
画
等
を
策
定
し
て
い
く
。

  

避
難
所
の
必
要
物
資
に
つ
い
て
は
、

地
域
防
災
計
画
を
令
和
４
年
３
月
に
改

訂
し
た
が
、
市
の
主
な
取
組
の
一
つ
で

あ
る
男
女
共
同
参
画
等
の
視
点
か
ら
も

女
性
の
意
見
も
含
め
て
策
定
し
て
い
る
。

資
料
編
「
避
難
所
の
必
要
物
資
等
」
の

作
成
の
際
に
は
、
庁
内
の
検
討
委
員
会

で
の
意
見
聴
取
に
加
え
、
防
災
イ
ベ
ン

ト
等
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に

よ
り
、
女
性
の
視
点
か
ら
意
見
を
収
集

し
て
い
る
。
今
後
も
、
防
災
イ
ベ
ン
ト

等
の
機
会
を
活
用
し
、
意
見
を
収
集
し

て
い
く
。

　
本
市
の
学
校
給
食
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
調
理
室
は
、
厳
し
い
衛
生
管
理
か

ら
外
気
を
遮
断
し
て
い
る
た
め
、
熱
が

籠
り
や
す
く
、
室
温
が
40
度
を
超
え
る

場
合
が
あ
る
と
聞
く
。
給
食
調
理
員
の

夏
場
の
熱
中
症
対
策
と
小
学
校
の
施
設

の
老
朽
化
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針
を

伺
う
。

　
本
市
の
市
立
小
中
学
校
の

学
校
給
食
は
、
自
校
方
式
と

委
託
方
式
が
併
存
し
、
両
方
式
の
給
食

費
に
相
違
が
あ
る
こ
と
、
自
校
方
式
に

お
い
て
給
食
費
と
食
材
料
費
に
乖
離
が

あ
り
、
さ
ら
に
施
設
が
老
朽
化
し
て
い

る
こ
と
、
委
託
方
式
で
は
、
常
総
市
と

の
給
食
事
務
委
託
に
関
す
る
協
定
に
期

限
が
あ
る
こ
と
等
、
様
々
な
課
題
が
あ

る
。

　
自
校
方
式
に
お
け
る
夏
季
の
給
食
調

理
員
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
下

妻
小
学
校
以
外
の
６
小
学
校
の
給
食
施

設
に
は
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
配
備

し
、
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
適
宜
、

常
備
し
て
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

補
給
し
な
が
ら
、
涼
し
い
部
屋
で
休
憩

す
る
よ
う
、
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

　
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、
下
妻

小
学
校
以
外
の
６
小
学
校
は
、
改
築
や

大
規
模
改
修
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、

給
食
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
。
今
後
の
本
市
の
給
食
提
供

方
法
に
つ
い
て
は
、
自
校
方
式
、
親
子

方
式
、
民
間
委
託
等
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
進
め
、

今
後
の
方
針
を
定
め
て
い
く
。

学校給食の様子（宗道小学校）

鈴
木
　
牧 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

木
村
穂
摘 

議
員

【
一
括
方
式
】

災
害
時
の
避
難
所
の
運
営

に
つ
い
て

安
心
安
全
な
学
校
給
食
に

つ
い
て

市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

非
常
持
出
袋
・
備
蓄
品
の
準
備
物
一
覧
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当
該
地
の
森
林
化
が
進
ん

で
い
る
現
状
を
ど
う
考
え
る

か
、
地
域
の
声
の
把
握
や
、
問
題
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
か
、
そ
の
対
応
方
針

を
伺
う
。
ま
た
、
遊
休
農
地
の
復
旧
に

利
用
可
能
な
制
度
は
あ
る
か
伺
う
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年

一
回
、
農
地
利
用
状
況
調
査

を
実
施
し
、
遊
休
農
地
あ
る
い
は
遊
休

化
の
お
そ
れ
の
あ
る
農
地
の
実
態
把
握

を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
６
月
か

ら
11
月
の
期
間
で
市
内
全
域
の
調
査
を

実
施
し
、
把
握
し
た
遊
休
農
地
の
所
有

者
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
農

地
利
用
意
向
調
査
を
行
い
、
貸
付
希
望

の
有
無
や
耕
作
に
当
た
っ
て
の
問
題
等

を
把
握
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
調
査
以
外
で
も
意
見
・
要
望
等
が

寄
せ
ら
れ
、
地
域
の
情
報
と
し
て
伺
っ

て
い
る
。
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

雑
草
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
状
況
を
確

認
し
た
上
で
、
所
有
者
に
電
話
連
絡
や

文
書
に
よ
り
適
正
な
農
地
の
管
理
を
促

し
て
い
る
。
ま
た
、
森
林
化
の
原
因
と

な
る
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
利

用
意
向
調
査
を
踏
ま
え
、
農
地
銀
行
や

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地

の
貸
出
し
を
促
す
等
、
遊
休
農
地
が
耕

作
に
供
さ
れ
る
よ
う
施
策
を
推
進
し
て

い
く
。

　
遊
休
農
地
や
荒
廃
農
地
が
対
象
と
な

る
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
の
「
茨

城
か
ん
し
ょ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
産
地
拡

大
事
業
」
や
、
整
備
が
遅
れ
て
い
る
ほ

場
の
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
、
農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
の「
農
地
整
備
事
業
」

が
あ
る
。

　
誰
も
が
住
み
や
す
く
安
全

で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
あ
た
っ
て
、
外
国
人
へ
の
積
極
的
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
対

応
を
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
多
文
化
共
生

社
会
の
構
築
に
向
け
、「
第
６

次
下
妻
市
総
合
計
画
」を
は
じ
め
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
条
例
」、「
下
妻
市
人
権
教

育
・
人
権
啓
発
実
施
計
画
」、「
第
４
次

下
妻
市
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
国
籍
に
よ
る
差
別
を
無
く
し
、

人
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
近
年
の
本
市
に
お
け
る
外
国
人
住
民

の
増
加
と
多
国
籍
化
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
上
で
重
要
性
が
高
い
と
認
識
し

て
い
る
。
現
在
行
っ
て
い
る
「
第
６
次

下
妻
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の

改
訂
で
は
、
総
務
省
の
「
地
域
に
お
け

る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
参
考

に
、
行
政
・
生
活
情
報
の
多
言
語
化
、

相
談
体
制
の
整
備
、
日
本
語
教
育
の
推

進
、
市
民
の
英
語
教
育
の
推
進
、
外
国

人
の
労
働
環
境
の
確
保
等
、
各
種
施
策

を
展
開
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
や
国
際
交
流
の
推
進
に
取

組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
を
図

り
、
外
国
人
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
組
ん
で
い
く
。

　
今
後
、
行
政
と
市
民
、
外
国
人
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
等
と
の
協

力
・
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
施
策
に
お
い
て
、
安
全
で
安
心
な

多
文
化
共
生
社
会
を
構
築
し
て
い
く
。

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
周
辺
耕
作

放
棄
地
に
つ
い
て

矢
島
博
明 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

遊休農地が耕作に供される施策を推進していく

斯
波
元
気 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

安
全
で
安
心
な
多
文
化
共
生
社
会
を
構
築
し
て

い
く

多
文
化
共
生
の
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
第
７
波
が
到
来
し
、
行

動
制
限
が
な
い
中
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

可
否
な
ど
、
地
域
の
感
染
状
況
を
踏
ま

え
た
市
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
本
市
で
は
今
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
と
な
っ
た
が
、
伝
統
を
絶
や
さ
な
い

た
め
の
取
組
と
、
地
域
活
動
等
の
制
限

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

　
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
の
推
移

等
を
考
慮
し
、
イ
ベ
ン
ト
団
体
や
実
行

委
員
会
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
、
開
催

の
可
否
を
決
定
し
て
き
た
。
今
年
度
の

下
妻
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
５
月
11
日

に
市
と
商
工
会
と
観
光
協
会
が
協
議
し
、

十
分
な
感
染
症
対
策
の
実
施
と
運
営
費

用
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
感
染
者
数
が
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
中
止
の
判
断
と
な
っ
た
。

　
地
域
の
お
祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
活
動

に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
自
主
的
に
運
営
さ
れ
て

き
た
が
、
令
和
２
年
度
、
３
年
度
に
つ

い
て
は
、
区
長
会
か
ら
の
意
向
も
あ
り
、

開
催
に
関
し
て
慎
重
な
判
断
を
お
願
い

す
る
旨
の
通
知
を
送
付
し
た
が
、
今
年

度
は
、
地
域
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
と

し
た
。
今
年
の
地
域
の
夏
祭
り
で
は
、

お
は
や
し
の
演
奏
の
み
の
開
催
な
ど
、

感
染
症
対
策
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
伝

統
継
承
に
取
組
ん
で
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
た
。
地
域
活
動
等
の
つ
な
が
り

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

本
市
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

地
域
活
動
の
制
限
に
つ
い

て

　
新
企
業
誘
致
並
び
に
市
役

所
新
庁
舎
完
成
に
伴
い
、〝
市

の
顔
〟と
し
て
の
下
妻
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。
ま
た
、
跨
線

橋
に
つ
い
て
、
関
東
鉄
道
の
考
え
方
で

は
、
駅
舎
と
の
分
離
化
が
望
ま
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
よ
る
駅
西
側
、
東
側
間
の
移
動
の
利

便
性
向
上
並
び
に
地
域
分
断
の
解
消
が

検
討
課
題
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
下
妻
駅
の
駅
舎
の
改
修
は
、

平
成
13
年
に
市
で
実
施
し
た

下
妻
駅
西
口
広
場
の
整
備
に
合
わ
せ
、

所
有
者
で
あ
る
関
東
鉄
道
株
式
会
社
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
外
装
塗
装
工
事
等

の
一
部
改
修
を
行
っ
て
い
る
。
下
妻
駅

は
、
本
市
の
公
共
交
通
機
関
の
要
で
あ

り
、
市
の
玄
関
口
で
あ
る
。
ま
た
、
市

役
所
新
庁
舎
の
開
庁
や
工
業
団
地
政
策

市の玄関口である下妻駅

塚
越
　
節 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

の
進
展
も
相
ま
っ
て
、
今
後
益
々
そ
の

重
要
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
駅

舎
や
駅
前
広
場
は
、
改
修
・
整
備
か
ら

20
年
が
経
過
し
、
広
場
の
機
能
や
利
便

性
、
安
全
性
等
に
つ
い
て
、
見
直
し
・

改
善
等
の
検
討
が
必
要
な
時
期
と
認
識

し
て
い
る
。

　
駅
東
口
か
ら
西
口
に
結
ぶ
跨
線
橋
に

つ
い
て
は
、
駅
構
内
を
通
ら
な
け
れ
ば

行
き
来
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
特

に
夜
間
な
ど
の
治
安
や
安
全
の
確
保
の

観
点
か
ら
も
、
分
離
化
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
も
、
利
便
性
、
美
観
等
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。
今
後
、
現
状
の

課
題
整
理
を
行
い
、
施
設
の
改
修
に
向

け
、
関
東
鉄
道
株
式
会
社
の
意
向
も
聞

き
な
が
ら
、
調
査
、
研
究
を
し
て
い
く
。

浅
野
通
生 

議
員

【
一
括
方
式
】

10月に開催された2022しもつま砂沼フェスティバル
の様子

関
東
鉄
道
下
妻
駅
舎
の
改

修
を
望
む
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憲
法
上
、
義
務
教
育
は
無

償
と
す
る
と
さ
れ
、
ま
た
、

教
育
基
本
法
上
、
義
務
教
育
に
つ
い
て

授
業
料
は
徴
収
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
実
際
は
、
衣
服
、
教
材
、
修
学
旅

行
費
用
等
、
様
々
な
費
用
を
保
護
者
が

負
担
し
て
い
る
。
保
護
者
負
担
の
軽
減

策
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

　
義
務
教
育
に
お
い
て
は
、

法
の
規
定
に
基
づ
き
授
業
料

と
教
科
書
は
無
償
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
以
外
の
も
の
は
原
則
、
保
護
者

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。
給
食
費
に

つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
学
校
給
食
の
充

実
と
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

一
部
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困

難
な
準
要
保
護
者
に
対
し
、
下
妻
市
就

学
援
助
事
務
実
施
要
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
義
務
教
育
に
お
い
て
保
護
者
が
負

担
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
就
学
援
助
費

と
し
て
支
給
し
、
ま
た
、
障
害
の
あ
る

児
童
生
徒
が
特
別
支
援
学
級
で
学
ぶ
際

は
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
応
じ
、
就
学

援
助
費
の
２
分
の
１
の
額
を
支
給
し
て

い
る
。

　
義
務
教
育
課
程
の
子
育
て
世
帯
に
対

し
て
は
、
以
前
か
ら
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
は
保
護
者
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
よ
う
、
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
。
恒
常
的
な
も
の
と
し
て
は
、
児

童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
あ

り
、
臨
時
的
な
も
の
と
し
て
は
、
本
年

度
は
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
、
昨
年
度
は
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
等
を
支
給
し
て
い
る
。
既
に
様

々
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
面
は
現
状
を
維
持
し
て
い
く
。

　
各
都
道
府
県
に
お
い
て
、

高
齢
者
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
が
少
な
く
な
い
。
高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
者
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
弱

者
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
の
運
転
免
許
自
主
返

納
者
に
対
す
る
対
応
、
取
組

の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
料
金
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
75
歳
以
上
の
方
で
自
動
車
の
運
転

免
許
証
を
保
有
し
て
い
な
い
方
、
ま
た

は
65
歳
以
上
の
方
で
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
方
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
の

初
乗
運
賃
相
当
額
を
助
成
す
る
券
を
年

間
最
大
24
枚
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
シ
モ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ス
に
お
い
て

も
、
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
対
し
、

申
請
に
基
づ
き
、
運
賃
割
引
証
の
発
行

を
行
っ
て
い
る
。

　
交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
、
シ
モ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ス
や
筑
西
・

下
妻
広
域
連
携
バ
ス
の
運
行
を
は
じ
め
、

障
害
者
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
制
度
を
拡
充
し
、

市
民
の
移
動
を
支
え
て
き
た
。
ま
た
、

昨
年
度
は
、
千
代
川
地
区
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
短
期
実
証
運
行
を

実
施
し
、
今
年
度
は
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
改
め
て
千
代
川
地
区
に
適
し
た
方

策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
市
内
に
存
在
す
る
そ
の
他

の
公
共
交
通
空
白
地
域
に
つ
い
て
も
、

そ
の
解
消
に
向
け
て
効
果
的
な
施
策
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。

運転免許証自主返納者に対して、割引証の発行を行っている
シモンちゃんバス

程
塚
智
則 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

小
中
学
校
に
お
け
る
諸
費
用

の
保
護
者
負
担
に
つ
い
て

端
　
茂
樹 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

保護者負担軽減のためのさらなる支援策が求めら
れている

高
齢
者
運
転
免
許
返
納
に

つ
い
て
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一　般　質　問
　
橋
本
市
で
は
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
を
市

の
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
一
つ
の
課
と
し
て
、

教
育
福
祉
連
携
推
進
室
、
児
童
福
祉
・
母
子

保
健
係
の
機
能
を
有
し
、
さ
ら
に
、
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
併
設
し
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
を
目
指
し
て
、
妊
娠
期

か
ら
18
歳
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育

が
繋
が
っ
た
こ
と
で
、
保
護
者
か
ら
の
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
等
の
声
を

解
消
で
き
、
行
政
側
も
心
配
な
行
動
の
背
景

を
多
角
的
に
把
握
で
き
、
ま
た
、
支
援
を
チ

ー
ム
と
し
て
役
割
分
担
が
で
き
る
た
め
、
心

身
の
負
担
が
軽
減
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
、
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は
、
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

守
る
取
組
と
し
て
開
設
さ
れ
、
現
在
は
７
か

所
あ
り
、
１
か
所
当
た
り
30
人
か
ら
50
人
の

利
用
が
あ
り
、
最
終
目
標
は
14
か
所（
小
学
校

区
毎
に
１
か
所
）の
開
設
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
で
は
、
青
少
年
育

成
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

子
ど
も
が
自
分
で
み
て
考
え
る
機
会
を
提
供

し
、
幼
い
頃
か
ら
美
術
館
に
親
し
む
こ
と
を

促
す
た
め
、「
名
画
と
の
縁
結
び
シ
ー
ト
」を

手
に
作
品
の
鑑
賞
・
研
究
や
、
作
品
の
な
い

空
間
で
鑑
賞
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
「
妄
想

鑑
賞
レ
ッ
ス
ン
」
等
を
実
施
し
、
子
ど
も
を

中
心
に
一
般
来
場
者
や
、
美
術
教
育
関
係
者

等
が
交
流
し
、
学
び
合
え
る
場
を
創
る
と
と

も
に
、
教
育
委
員
会
や
京
都
市
の
芸
術
系
大

学
と
連
携
し
て
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

両
市
と
も
、
子
育
て
環
境
に
対
す
る
取
組
で

あ
り
、
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
木
伏
緑
地
は
、
県
内
で
最
も
集
客
が
見
込

め
る
盛
岡
駅
東
口
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、

好
立
地
の
割
に
賑
わ
い
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
、
駅
東
口
周
辺
に
公
衆
用
ト
イ
レ
が
な
い

こ
と
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
都
市
公
園

法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
公
募
設
置
管
理

制
度
を
活
用
し
て
、「
水
辺
界
隈
の
生
活
者

に
な
ろ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
民
間
事
業

者
が
公
衆
用
ト
イ
レ
、
公
園
利
用
者
等
の
利

便
性
向
上
に
繋
が
る
飲
食
店
の
民
間
収
益
施

設
を
一
体
的
に
整
備
し
ま
し
た
。
官
民
が
連

携
し
た
今
回
の
整
備
に
よ
り
、
民
間
収
益
施

設
か
ら
の
利
益
還
元
に
よ
り
適
切
に
維
持
管

理
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
の
財
政
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
各
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ

結
節
点
と
な
り
、
賑
わ
い
の
創
出
、
稼
ぐ
公

園
を
同
時
に
実
現
し
、
近
隣
エ
リ
ア
の
価
値

の
上
昇
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
都
市
と
農

村
の
新
し
い
結
び
つ
き
を
創
造
し
、
新
し
く

豊
か
で
魅
力
的
な
持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち

を
目
指
し
、
公
民
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法
を
駆
使
し
た
事
業

で
す
。
町
民
の
資
産
で
あ
る
町
有
地
を
活
用

し
、
財
政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、

町
営
図
書
館
等
と
民
間
事
業
テ
ナ
ン
ト
を
複

合
さ
せ
、「
稼
ぐ
イ
ン
フ
ラ
」
を
実
現
さ
せ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来
と
は
異
な
る
逆
算

方
式
に
よ
り
、
着
工
時
の
入
居
率
１
０
０
％

を
実
現
す
る
こ
と
で
多
額
の
資
金
調
達
を
可

能
に
し
て
い
ま
し
た
。
エ
リ
ア
内
に
は
町
役

場
、
保
育
園
、
マ
ル
シ
ェ
、
体
育
館
、
分
譲

住
宅
地
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
地
域
と

の
人
的
・
物
的
循
環
、
町
全
体
の
経
済
循
環

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

 
行
政
視
察
報
告
　
　
今
後
の
議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す

文
教
厚
生
委
員
会

●
日
程　
令
和
４
年
10
月
11
日
〜
12
日

●
内
容

　
・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

　
　
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
、
こ
ど
も
食
堂

　
　
に
つ
い
て　
　
（
和
歌
山
県
橋
本
市
）

　
・
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
ラ
ー
ニ
ン
グ・

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
京
都
市
）

文教厚生委員会の視察の様子

●
日
程　
令
和
４
年
10
月
5
日
〜
６
日

●
内
容

　
・
木
伏
緑
地
に
お
け
る
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

−

Ｐ

　
　
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

　
・
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
紫
波
町
）

経
済
建
設
委
員
会

経済建設委員会の視察の様子
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議会日誌・次回定例会予定

　傍聴は、市議会活動に触れる良い機会です。自分が選
んだ議員の活動や市政の方針などを知ることができます。
　傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場ま
でお越しください。
　また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモニ
ターで中継を行っています。（状況により傍聴をご遠慮い
ただくことがありますので、ご了承ください。）
　なお、議場内での飲食・雑談等はご遠慮ください。
　次回の市議会だよりの発行は令和５年２月10日（金）の
予定です。
　議会だよりへのご意見などございましたら、下記連絡
先までお寄せください。

月　日 曜日 日　　　　　　　程

12月２日 金
本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

12月５日 月 本　会　議（議案質疑）
　常任委員会（総務委員会）

12月６日 火 休　　　会
　常任委員会（文教厚生委員会）

12月７日 水 休　　　会
　常任委員会（経済建設委員会）

12月８日 木 休　　　会
　予算特別委員会（補正予算）

12月12日 月 本　会　議
　一般質問

12月13日 火 本　会　議
　一般質問

12月15日 木
本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告・
　 質疑・討論・採決）
閉　　　会

※会期日程は、都合により変更になることがあります。

次回 第４回定例会予定
　令和４年第３回定例会では、16名の方の傍聴がありま
した。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
議場での傍聴を58席から30席とさせていただきました。
ご協力いただきありがとうございました。

議会を傍聴しませんか

問合せ先
議会事務局（0296）43−2111 （内線 1111・1112）

〈下妻市役所ホームページ〉https://www.city.shimotsuma.lg.jp/

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
デ
ザ
イ
ン

や
色
使
い
を
広
報
広
聴
委
員
会
で
検
討

し
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
よ
り
親

し
み
や
す
く
読
み
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
茨
城

版
コ
ロ
ナ
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
の
指
標
が
ス
テ
ー

ジ
３
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
茨
城
県
は
ス
テ
ー
ジ
２
に
引
き
下

げ
、
ま
た
、
今
後
、
ス
テ
ー
ジ
判
断
に

応
じ
た
機
械
的
な
行
動
制
限
の
要
請
は
、

原
則
、
行
わ
な
い
考
え
で
あ
る
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
市
内
に
お
い
て
も
、
砂
沼
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
や
文
化
祭
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前

に
例
年
行
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
議
会
に
お
い
て
も
、
視

察
研
修
を
２
年
間
中
止
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
議
員
と
し
て
の
知
見
を
広
げ
る

た
め
、
期
間
を
短
縮
し
て
、
こ
の
た
び

再
開
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
一
日
で
も
早
く
以
前
の
日

常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

５
日　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　
連
合
議
会
全
員
協
議
会

19
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

29
日　
議
会
運
営
委
員
会

30
日　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　
連
合
議
会
定
例
会

５
～
６
日

　
　
　
経
済
建
設
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
岩
手
県
盛
岡
市
・
紫
波
町
）

６
日　
茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
事
務

　
　
　
局
長
会
議

　
　
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務
局

　
　
　
長
会

11
～
12
日

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
和
歌
山
県
橋
本
市・京
都
府
京

　
　
　
都
市
）

14
日　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回

　
　
　
定
例
会

20
日　
月
例
会

　
　
　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
新
庁
舎
建
設
事
業
進
捗
状
況
視
察

25
日　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
事
務
組
合
議
会
定
例
会

27
日　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
全
員

　
　
　
協
議
会
・
定
例
会

１
日
～
16
日

　
　
　
第
３
回
下
妻
市
議
会
定
例
会

１
日　
本
会
議　
議
案
上
程
、
説
明

２
日　
本
会
議　
議
案
質
疑

　
　
　
総
務
委
員
会

　
　
　
庁
舎
等
建
設
に
関
す
る
調
査
特

　
　
　
別
委
員
会

５
日　
文
教
厚
生
委
員
会

６
日　
経
済
建
設
委
員
会

７
日　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

８
日　
決
算
特
別
委
員
会

９
日　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

13
日　
本
会
議　
一
般
質
問

14
日　
本
会
議　
一
般
質
問

16
日　
本
会
議　
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

　
　
　
討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員
会

30
日　
茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
臨
時
会

議
会
日
誌

８
月

9
月

10
月


